
茅野市では、 令和４年に 「デジタル田園健康特区」 に指定されてから、 デジタル技術やデータ

を活用する事で、 暮らしやビジネスのあり方を変え、 人々の生活をより良いものへと変革する

「DX （デジタルトランスフォーメーション）」 に取り組んできました。

今号では、 茅野市の令和５年の 「デジタル田園健康特区」 としての取り組みを紹介します。

　茅
野
市
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
国
の
支

援
の
も
と
進
め
る
た
め
、
国
が
創
設

し
た
国
家
戦
略
特
区
「
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
」
に
対
し
、
茅
野
市
と
し

て
の
構
想
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
令
和
４
年
４
月
に
国
家
戦
略

特
区
の
一
類
型
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
健
康
特
区
」
と
し
て
、
岡
山
県

吉
備
中
央
町
、
石
川
県
加
賀
市
と
と

も
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
区
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
規
制
緩
和
の

活
用
に
よ
っ
て
健
康
・
医
療
に
関
す
る

地
域
課
題
を
解
決
す
る
先
駆
的
モ
デ
ル

の
構
築
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
と
は
？

　茅
野
市
が
抱
え
る
課
題
に
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
の
ほ
か
、
限
ら
れ
た
医
療
施

設
で
広
大
な
市
域
を
カ
バ
ー
す
る
移

動
・
物
流
コ
ス
ト
の
高
さ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　例
え
ば
医
療
に
関
し
て
は
、
医
療

を
必
要
と
す
る
人
口
は
増
加
す
る
一

方
、
医
療
の
担
い
手
は
減
少
し
て
い

く
た
め
、
施
設
や
病
床
だ
け
で
な
く

医
療
関
係
者
も
足
り
な
く
な
り
、
必

要
と
し
て
い
る
人
に
最
善
の
医
療
を

茅
野
市
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区

で
目
指
す
未
来

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
通
院
や
薬
剤
が
必
要
に

な
っ
た
際
、
広
大
な
市
域
に
点
在
し

て
い
る
病
院
に
移
動
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
公
共
交
通
や
物
流
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
担
い
手
も
減
少
し
て
い

く
た
め
、
免
許
返
納
者
な
ど
交
通
手

段
を
持
た
な
い
方
の
移
動
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
在
宅
で

医
療
を
行
う
必
要
性
・
重
要
性
が
増

し
て
く
る
の
は
明
白
で
す
。
そ
の
た

め
茅
野
市
で
は
、
地
域
資
源
を
有
機

的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
在
宅
で

も
病
院
と
同
じ
品
質
の
医
療
が
受
け

ら
れ
る
「
地
域
ま
る
ご
と
病
院
」
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
医
療
関
係
者
間
の
情
報

連
携
の
促
進
や
役
割
の
見
直
し
に

よ
っ
て
医
療
を
効
率
的
・
効
果
的
に

供
給
し
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
医
薬
品

配
送
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
に
よ
っ
て
移
動
・
物
流
を
効
率

的
に
行
う
取
り
組
み
を
、
規
制
改
革

と
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　区
域
会
議
は
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
に
お
い
て
、
区
域
計
画
の
作
成
、

認
定
区
域
計
画
お
よ
び
そ
の
実
施
に

係
る
連
絡
調
整
等
を
行
う
た
め
、
区

区
域
会
議
の
開
催

デジタル田園健康特区 茅野市の１年

特
集デジタル技術を活用して人々の生活をより良いものに

＝ 時系列で見るデジタル田園健康特区 ＝

令和４年 （2022年）

－ デジタル田園健康特区に指定 －

デジタル田園都市国家構想推進交付金などを活

用し事業を推進

令和２年 （2020年）

－ 「若者に選ばれるまち」 を目指す 「第2次地

域創生総合戦略」 を策定 －

「第2次地域創生総合戦略」 の実現に向けた手

法の一つとして、 「スーパーシティ」 構想に応募

茅野市の提案を受

けて貨客混載が全

国的に規制緩和

第１回区域会議

開催

先端的サービス調査

事業が開始 （茅野市

関連事業は６事業）

第２回区域会議開催

「スーパーシティ ・ デジタル田園健

康特区フォーラムin茅野2023」

が茅野市で開催

自見特命担当大臣が茅野

市のデジタル田園健康特

区の取組みを視察

域
ご
と
に
組
織
さ
れ
る
会
議
で
す
。

　令
和
５
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
区
域
会
議
で
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の

ほ
か
、
移
動
・
物
流
コ
ス
ト
の
高
さ

な
ど
の
市
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

規
制
改
革
と
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
市
民
の

健
康
に
様
々
な
機
能
が
連
携
し
て
寄

り
添
う
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と
い
う

今
後
の
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

　第
２
回
区
域
会
議
は
同
年
10
月
に

開
催
さ
れ
、
茅
野
市
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

区
域
会
議
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

第１回区域会議 （オンライン開催）

《 これまでの歴史 》

２０２３年 ２０２４年

《 令和５年 （2023年） 以降の取り組み 》
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　内閣府の 「先端的サービスの開発 ・ 構築や先端的サービス

実装のためのデータ連携等に関する調査事業」 （通称 「先端

的サービス調査事業」） が実施されました。

　本事業は、 スーパーシティおよびデジタル田園健康特区にお

いて、 民間事業者、 大学等が行う先端的サービスやデータ連

携の社会実装に向けた実証 ・ 規制改革に関する調査事業です。

茅野市は、 特区の指定自治体として、 国に応募があった提案

事業のうち、 その目的や内容が合致する右記の６事業に対し

協力しています。

　このうち、 ㈱リーバー社が行う、 「小児オンラインかかりつけ

医体制の構築」 では、 令和５年１１月にテキストチャットによる

医師の医療相談を市民向けに開始しました。 令和６年１月から

はテキストチャットに加えてオンライン診療も導入し、 利用件

数などを注視しています。 実証自体は３月をもって終了とな

りますが、 実証を経て得られた医療費適正化効果や利用者の

不安軽減効果などをもとに、 事業の評価を行う予定です。

【現時点での主な実績】

・ 小児オンラインかかりつけ医体制参加者 （2/21時点）

ユーザー登録者数 ： 836名　 相談実績 ： 136件

オンライン診療 ： 2件

先端的サービス調査事業開始

地理的に離れたデジタル田園健康特区の３自治体が一体と

なり、 健康 ・ 医療の分野を中心に地域課題の解決を目指す

デジタル田園健康特区の取組紹介を目的に、 「Local to 

Localでつながる地方創生」 をコンセプトとしたフォーラム

を茅野市民館で開催し、 現地参加、 オンライン参加合わせ

て５００名以上にご参加いただきました。 当日は、 デジタル

田園健康特区の自治体代表者らによる取組紹介や関連する

企業のプレゼンテーション、 諏訪地域の文化である太鼓や御

柱祭の紹介、 特産品の販売も行いました。 アーカイブ配信

で見ることができますので、 ご覧ください。

スーパーシティ・デジタル田園健康特区フォーラム in 茅野 2023

フォーラムのアーカイブ

配信はこちらから！

　令和６年１月１７日に、 自見はなこ内閣府特命担当大臣が茅野市を訪れました。

　茅野市役所で市長らと意見交換を行うとともに、 「諏訪中央病院」、 「訪問看護

ステーションいろは」、 「CHUKOらんどチノチノ」 では茅野市をフィールドに行わ

れている 「先端的サービス調査事業」 について視察されました。

　「諏訪中央病院」 と 「訪問看護ステーションいろは」 では、 小児の夜間休日の診

療体制の構築および医療関係者の連携による在宅医療 ・ 介護の充実化の取組み

について、 「CHUKOらんどチノチノ」 では、 現実とデジタルをリアルタイムで繋

げる取り組み （コモングラウンド） について説明を受け、 実際に東京にいる空手

の講師からバーチャル空間で指導を受ける体験も行いました。

自見はなこ内閣府特命担当大臣が茅野市を視察

ビーナネット Chino では視察の

様子を動画で公開しています

《 茅野市で実証が行われている事業 》

事業実施体制 事業内容 主な内容

株式会社リーバー

遠隔医療アプリを活用
した持続可能な小児オ
ンラインかかりつけ医体
制の構築

医師不足補完のため、地域小児
医療における夜間、休日オンラ
インかかりつけ医体制によって、
保護者の不安軽減や適性受診促
進、医療費適正化を目指す。

富士通ジャパン株式
会社

健康医療情報の自治体
を超えた連携における
データ流通コストの低減
に関わる調査

国際的な医療情報交換の標準規
格ＨＬ７ＦＨＩＲを中核として、
データのエクスチェンジを行い、
地域をまたいだデータ統合の実
現を目指す。

アクセンチュア株式
会社

貨客混載を利用した過
疎地域以外の中山間地
域における医薬品配送

電話服薬指導の規制緩和を視野
に入れ 適用可能薬剤を選別す
るとともに、タクシーを使った薬
剤配送を行うための調査。

森ビル株式会社

中山間地域における次
世代地方パーソナルモ
ビリティの安全運行シス
テム構築と導入促進

免許返納後も高齢者が生活のク
オリティを保ち安全に利用でき
る3次交通の導入を目指し、中
山間地域に適した次世代パーソ
ナルモビリティの調査。

東京大学生産技術
研究所

「コモングラウンドプ
ラットフォーム」没入型コ
ミュニケーションによる
地方と大都市間での「遠
隔授業」の実証・調査

双方向型デジタルツイン環境（コ
モングラウンド環境）の構築によ
り、複数拠点からのリアルタイム
の没入型コミュニケーションの実
現を目指す。

藤田医科大学

ＡＩ診断支援ソフト搭載
のエコーを活用した地域
医療介護におけるタス
ク・シフト/シェア推進

AI診断支援ソフトを用いたポー
タブルエコーを活用し、医療関係
職種間のタスク・シフト/シェア、
地域の医療・介護提供環境の充
実を目指す。
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第１回区域会議

開催

先端的サービス調査

事業が開始 （茅野市

関連事業は６事業）

第２回区域会議開催

「スーパーシティ ・ デジタル田園健

康特区フォーラムin茅野2023」

が茅野市で開催

自見特命担当大臣が茅野

市のデジタル田園健康特

区の取組みを視察

域
ご
と
に
組
織
さ
れ
る
会
議
で
す
。

　令
和
５
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
区
域
会
議
で
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の

ほ
か
、
移
動
・
物
流
コ
ス
ト
の
高
さ

な
ど
の
市
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

規
制
改
革
と
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
市
民
の

健
康
に
様
々
な
機
能
が
連
携
し
て
寄

り
添
う
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と
い
う

今
後
の
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

　第
２
回
区
域
会
議
は
同
年
10
月
に

開
催
さ
れ
、
茅
野
市
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

区
域
会
議
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

第１回区域会議 （オンライン開催）

《 これまでの歴史 》

２０２３年 ２０２４年

《 令和５年 （2023年） 以降の取り組み 》

3/16 7/7 11/8

6/30 10/11 1/17

　内閣府の 「先端的サービスの開発 ・ 構築や先端的サービス

実装のためのデータ連携等に関する調査事業」 （通称 「先端

的サービス調査事業」） が実施されました。

　本事業は、 スーパーシティおよびデジタル田園健康特区にお

いて、 民間事業者、 大学等が行う先端的サービスやデータ連

携の社会実装に向けた実証 ・ 規制改革に関する調査事業です。

茅野市は、 特区の指定自治体として、 国に応募があった提案

事業のうち、 その目的や内容が合致する右記の６事業に対し

協力しています。

　このうち、 ㈱リーバー社が行う、 「小児オンラインかかりつけ

医体制の構築」 では、 令和５年１１月にテキストチャットによる

医師の医療相談を市民向けに開始しました。 令和６年１月から

はテキストチャットに加えてオンライン診療も導入し、 利用件

数などを注視しています。 実証自体は３月をもって終了とな

りますが、 実証を経て得られた医療費適正化効果や利用者の

不安軽減効果などをもとに、 事業の評価を行う予定です。

【現時点での主な実績】

・ 小児オンラインかかりつけ医体制参加者 （2/21時点）

ユーザー登録者数 ： 836名　 相談実績 ： 136件

オンライン診療 ： 2件

先端的サービス調査事業開始

地理的に離れたデジタル田園健康特区の３自治体が一体と

なり、 健康 ・ 医療の分野を中心に地域課題の解決を目指す

デジタル田園健康特区の取組紹介を目的に、 「Local to 

Localでつながる地方創生」 をコンセプトとしたフォーラム

を茅野市民館で開催し、 現地参加、 オンライン参加合わせ

て５００名以上にご参加いただきました。 当日は、 デジタル

田園健康特区の自治体代表者らによる取組紹介や関連する

企業のプレゼンテーション、 諏訪地域の文化である太鼓や御

柱祭の紹介、 特産品の販売も行いました。 アーカイブ配信

で見ることができますので、 ご覧ください。

スーパーシティ・デジタル田園健康特区フォーラム in 茅野 2023

フォーラムのアーカイブ

配信はこちらから！

　令和６年１月１７日に、 自見はなこ内閣府特命担当大臣が茅野市を訪れました。

　茅野市役所で市長らと意見交換を行うとともに、 「諏訪中央病院」、 「訪問看護

ステーションいろは」、 「CHUKOらんどチノチノ」 では茅野市をフィールドに行わ

れている 「先端的サービス調査事業」 について視察されました。

　「諏訪中央病院」 と 「訪問看護ステーションいろは」 では、 小児の夜間休日の診

療体制の構築および医療関係者の連携による在宅医療 ・ 介護の充実化の取組み

について、 「CHUKOらんどチノチノ」 では、 現実とデジタルをリアルタイムで繋

げる取り組み （コモングラウンド） について説明を受け、 実際に東京にいる空手

の講師からバーチャル空間で指導を受ける体験も行いました。

自見はなこ内閣府特命担当大臣が茅野市を視察

ビーナネット Chino では視察の

様子を動画で公開しています

《 茅野市で実証が行われている事業 》

事業実施体制 事業内容 主な内容

株式会社リーバー

遠隔医療アプリを活用
した持続可能な小児オ
ンラインかかりつけ医体
制の構築

医師不足補完のため、地域小児
医療における夜間、休日オンラ
インかかりつけ医体制によって、
保護者の不安軽減や適性受診促
進、医療費適正化を目指す。

富士通ジャパン株式
会社

健康医療情報の自治体
を超えた連携における
データ流通コストの低減
に関わる調査

国際的な医療情報交換の標準規
格ＨＬ７ＦＨＩＲを中核として、
データのエクスチェンジを行い、
地域をまたいだデータ統合の実
現を目指す。

アクセンチュア株式
会社

貨客混載を利用した過
疎地域以外の中山間地
域における医薬品配送

電話服薬指導の規制緩和を視野
に入れ 適用可能薬剤を選別す
るとともに、タクシーを使った薬
剤配送を行うための調査。

森ビル株式会社

中山間地域における次
世代地方パーソナルモ
ビリティの安全運行シス
テム構築と導入促進

免許返納後も高齢者が生活のク
オリティを保ち安全に利用でき
る3次交通の導入を目指し、中
山間地域に適した次世代パーソ
ナルモビリティの調査。

東京大学生産技術
研究所

「コモングラウンドプ
ラットフォーム」没入型コ
ミュニケーションによる
地方と大都市間での「遠
隔授業」の実証・調査

双方向型デジタルツイン環境（コ
モングラウンド環境）の構築によ
り、複数拠点からのリアルタイム
の没入型コミュニケーションの実
現を目指す。

藤田医科大学

ＡＩ診断支援ソフト搭載
のエコーを活用した地域
医療介護におけるタス
ク・シフト/シェア推進

AI診断支援ソフトを用いたポー
タブルエコーを活用し、医療関係
職種間のタスク・シフト/シェア、
地域の医療・介護提供環境の充
実を目指す。
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デジタル技術で描く茅野の未来

　少
子
高
齢
化
社
会
に
よ
っ
て
人
手

が
足
り
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
も
、

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
り
、

人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
集
中

で
き
る
よ
う
な
余
力
を
生
み
出
す
こ

と
。
こ
れ
を
目
指
し
て
茅
野
市
は
今
、

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
上
で
、Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、「
デ

ジ
タ
ル
の
導
入
だ
け
で
全
て
が
解

決
す
る
こ
と
は
な
い
」、「
デ
ジ
タ
ル

そ
の
も
の
は
人
を
幸
せ
に
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
デ

ジ
タ
ル
は
、
あ
く
ま
で
も
た
だ
の

道
具
｟
手
段
｠
で
あ
り
、
課
題
解

決
の
た
め
に
い
か
に
そ
の
道
具
を

使
い
こ
な
し
て
い
く
か
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　新
し
い
デ
ジ
タ
ル
が
入
っ
て
き
た

か
ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
｟
手
段
か
ら
目

的
を
考
え
る
こ
と
｠
は
順
番
が
違
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
世
の

中
に
し
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
働
き

須田 万勢 さん

ま せい

茅野市DX企画幹・リードアーキテクト

組合立諏訪中央病院　医師

方
を
し
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
生
活

を
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
探
し
て
い
く
。
こ
の
順
番
で

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

　し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
は
、
行
政
が

一
方
的
に
提
供
す
る
も
の
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
自
分
ご
と

だ
と
認
識
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
体
制
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
全
て
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は

事
業
を
進
め
る
時
に
、
茅
野
市
内
の

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
茅
野
市
Ｄ
Ｘ
推
進

協
議
会
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市

民
側
の
代
表
が
集
ま
る
茅
野
市
Ｄ
Ｘ

外
部
評
価
委
員
会
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

形
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　市
民
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
せ
ず
、

茅
野
市
民
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
も
の

を
、
市
民
と
一
緒
に
協
力
し
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　茅
野
市
Ｄ
Ｘ
外
部
評
価
委
員
会

は
、
月
１
回
会
議
を
開
催
し
、
こ

れ
か
ら
先
の
茅
野
市
の
中
で
私
た

ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
新
し

い
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
ど
ん
な
可
能

性
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
自
分

た
ち
の
幸
せ
な
未
来
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
基
礎
を
す
り

合
わ
せ
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、

色
々
な
立
場
、
年
齢
、
職
業
の
方

た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
価

値
観
の
違
い
や
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
の
違
い
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、
茅
野
市
の
市
民
と
し

て
ど
ん
な
未
来
を
創
り
出
し
て
い

く
の
か
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
話

し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　現
在
、
外
部
評
価
委
員
会
で
は
、

Ｄ
Ｘ
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
も
の
を
新

し
い
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
と
、
自

分
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
な
る
新
し

い
ツ
ー
ル
が
出
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

ど
ん
な
人
の
手
に
も
届
く
必
要
性
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

デ
ジ
タ
ル
に
し
て
は
い
け
な
い
も
の

は
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
は
な
く
、

今
ま
で
の
繋
が
り
の
中
で
残
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　茅
野
市
は
、
観
光
業
や
農
業
、
製

造
業
が
あ
っ
た
り
、
別
荘
が
あ
る
こ

と
で
多
く
の
県
外
の
方
も
入
っ
て
い

る
多
様
性
の
あ
る
地
域
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
多
様
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

枠
の
外
に
出
る
こ
と
が
、
私
た
ち
が

考
え
る
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

色
々
な
繋
が
り
の
中
で
、「
こ
こ
ま

で
し
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
」
が
、
実
は
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
橋
渡
し
を
し
て
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
こ
の
茅

野
市
と
い
う
場
所
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

上
で
茅
野
市
に
と
っ
て
の
強
み
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
幸
せ
な
未
来
に
繋
げ
る

百瀬 真希 さん

茅野市DX外部評価委員会 委員長

株式会社みやま　代表取締役社長

●デジタル情報連携ツール●小児オンラインかかりつけ医

－ ＤＸの実証に参加した方々にお話を聞きました －

－ 茅野市のＤＸ推進を検討している

方々にお話を聞きました －

訪問看護ステーションいろは

大蔵 能律子さん

訪問看護ステーションりんどう

坂野 純子さん半田 晴奈さん

　エコー画像を利用者さんと共有

する事で、安心して看護を受けて

もらうことができ、信頼を得るこ

とができていると感じています。

また、エコー画像が根拠になるた

め、自信を持って説明する事がで

きています。

　訪問先で分からないことがあっ

た場合でも、エコー画像を持ち帰

り、医師や他の看護師と情報共有

をして助言を求めることができて

とても便利です。

　今後は、病院や医師との連携を

強化し、スムーズに、タイムリー

に利用者さんに対処できるような

形になることを望んでいます。

　「デジタル情報連携ツール」の

導入によって、紙ベースからオン

ライン上でのやり取りに切り替わ

り、オンライン上でカルテを作成

し、利用者さんの状況や自宅まで

の地図、生活の様子の写真を共有

しやすくなりました。

　今後、市内だけでなくやり取り

のある諏訪市や原村にも拡大する

と連絡が楽になり、助かるなと感

じています。

　このツールは、インターネット

とは異なる専用の回線を用いて接

続しています。カルテに関しても、

閲覧を関係事業所の人だけに制限

しているので、安心してもらえた

らと思います。

　子どもは、週末や夜に具合が悪

くなる事が多いのですが、アプリ

がある事で焦らずに落ち着いて対

応出来るので有り難いです。安心

感があります。

　オンライン診療が普及すること

で、パパママの不安軽減や救急外

来への受診減少による医療現場の

混雑軽減に繋がると思います。

　子どもの体調不良は気持ちが焦

りますし、大切なこと故に１人で

の判断は負担が大きい事も多いで

す。少子化の中で子どもを産み育

てやすくなる社会作りのためにも

このような取り組みが進んで行っ

て欲しいです。

＝看護師＝＝看護師＝＝アプリ利用者＝

ポータブルエコーを在宅の現場で

活用し、 療養者に応じた適切なケ

アの提供を行う事で療養者の

ＱＯＬ向上を目指す事業

●ポータブルエコー

（R４ ・R5先端的サービスの開発・

構築や先端的サービス実装のため

のデータ連携等に関する調査事業）

デジタルを用いて療養者に関わる

病院 ・訪問看護ステーション ・介

護施設などの医療関係者間でその

人の情報共有を行う事で業務の効

率化と医療の質向上を目指す事業

R４デジタル田園都市国家構想推

進交付金を活用

病院の診療時間外にお子さまの体調

が悪くなった際、 地域外の医師がオ

ンライン相談を行う事で地域の医師

不足の課題解決や適正受診の促進、

保護者の不安軽減を目的とする事業

（R5先端的サービスの開発・構

築や先端的サービス実装のための

データ連携等に関する調査事業）

ビーナネットCｈiｎo
茅野市公式インターネット動画番組サイト 「ビーナネット

Chino」 では、 茅野市のデジタル田園健康特区として

の取り組みを動画で公開しています。

QRコードからご覧ください。 動画はこちらから！
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社
会
に
よ
っ
て
人
手

が
足
り
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
も
、

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
り
、

人
間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
集
中

で
き
る
よ
う
な
余
力
を
生
み
出
す
こ

と
。
こ
れ
を
目
指
し
て
茅
野
市
は
今
、

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
上
で
、Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、「
デ

ジ
タ
ル
の
導
入
だ
け
で
全
て
が
解

決
す
る
こ
と
は
な
い
」、「
デ
ジ
タ
ル

そ
の
も
の
は
人
を
幸
せ
に
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
デ

ジ
タ
ル
は
、
あ
く
ま
で
も
た
だ
の

道
具
｟
手
段
｠
で
あ
り
、
課
題
解

決
の
た
め
に
い
か
に
そ
の
道
具
を

使
い
こ
な
し
て
い
く
か
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　新
し
い
デ
ジ
タ
ル
が
入
っ
て
き
た

か
ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
｟
手
段
か
ら
目

的
を
考
え
る
こ
と
｠
は
順
番
が
違
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
世
の

中
に
し
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
働
き

須田 万勢 さん

ま せい

茅野市DX企画幹・リードアーキテクト

組合立諏訪中央病院　医師

方
を
し
た
い
と
か
、
こ
う
い
う
生
活

を
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
探
し
て
い
く
。
こ
の
順
番
で

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

　し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
は
、
行
政
が

一
方
的
に
提
供
す
る
も
の
で
は
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
自
分
ご
と

だ
と
認
識
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
体
制
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
全
て
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は

事
業
を
進
め
る
時
に
、
茅
野
市
内
の

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
茅
野
市
Ｄ
Ｘ
推
進

協
議
会
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市

民
側
の
代
表
が
集
ま
る
茅
野
市
Ｄ
Ｘ

外
部
評
価
委
員
会
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

形
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　市
民
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
せ
ず
、

茅
野
市
民
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
も
の

を
、
市
民
と
一
緒
に
協
力
し
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　茅
野
市
Ｄ
Ｘ
外
部
評
価
委
員
会

は
、
月
１
回
会
議
を
開
催
し
、
こ

れ
か
ら
先
の
茅
野
市
の
中
で
私
た

ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
新
し

い
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
ど
ん
な
可
能

性
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
自
分

た
ち
の
幸
せ
な
未
来
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
の
か
と
い
う
基
礎
を
す
り

合
わ
せ
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
市
民
の
代
表
と
し
て
、

色
々
な
立
場
、
年
齢
、
職
業
の
方

た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
価

値
観
の
違
い
や
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
の
違
い
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、
茅
野
市
の
市
民
と
し

て
ど
ん
な
未
来
を
創
り
出
し
て
い

く
の
か
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
話

し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　現
在
、
外
部
評
価
委
員
会
で
は
、

Ｄ
Ｘ
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
も
の
を
新

し
い
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
と
、
自

分
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
な
る
新
し

い
ツ
ー
ル
が
出
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

ど
ん
な
人
の
手
に
も
届
く
必
要
性
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

デ
ジ
タ
ル
に
し
て
は
い
け
な
い
も
の

は
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
は
な
く
、

今
ま
で
の
繋
が
り
の
中
で
残
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　茅
野
市
は
、
観
光
業
や
農
業
、
製

造
業
が
あ
っ
た
り
、
別
荘
が
あ
る
こ

と
で
多
く
の
県
外
の
方
も
入
っ
て
い

る
多
様
性
の
あ
る
地
域
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
多
様
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

枠
の
外
に
出
る
こ
と
が
、
私
た
ち
が

考
え
る
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

色
々
な
繋
が
り
の
中
で
、「
こ
こ
ま

で
し
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
」
が
、
実
は
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
橋
渡
し
を
し
て
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
こ
の
茅

野
市
と
い
う
場
所
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

上
で
茅
野
市
に
と
っ
て
の
強
み
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
幸
せ
な
未
来
に
繋
げ
る

百瀬 真希 さん

茅野市DX外部評価委員会 委員長

株式会社みやま　代表取締役社長

●デジタル情報連携ツール●小児オンラインかかりつけ医

－ ＤＸの実証に参加した方々にお話を聞きました －

－ 茅野市のＤＸ推進を検討している

方々にお話を聞きました －

訪問看護ステーションいろは

大蔵 能律子さん

訪問看護ステーションりんどう

坂野 純子さん半田 晴奈さん

　エコー画像を利用者さんと共有

する事で、安心して看護を受けて

もらうことができ、信頼を得るこ

とができていると感じています。

また、エコー画像が根拠になるた

め、自信を持って説明する事がで

きています。

　訪問先で分からないことがあっ

た場合でも、エコー画像を持ち帰

り、医師や他の看護師と情報共有

をして助言を求めることができて

とても便利です。

　今後は、病院や医師との連携を

強化し、スムーズに、タイムリー

に利用者さんに対処できるような

形になることを望んでいます。

　「デジタル情報連携ツール」の

導入によって、紙ベースからオン

ライン上でのやり取りに切り替わ

り、オンライン上でカルテを作成

し、利用者さんの状況や自宅まで

の地図、生活の様子の写真を共有

しやすくなりました。

　今後、市内だけでなくやり取り

のある諏訪市や原村にも拡大する

と連絡が楽になり、助かるなと感

じています。

　このツールは、インターネット

とは異なる専用の回線を用いて接

続しています。カルテに関しても、

閲覧を関係事業所の人だけに制限

しているので、安心してもらえた

らと思います。

　子どもは、週末や夜に具合が悪

くなる事が多いのですが、アプリ

がある事で焦らずに落ち着いて対

応出来るので有り難いです。安心

感があります。

　オンライン診療が普及すること

で、パパママの不安軽減や救急外

来への受診減少による医療現場の

混雑軽減に繋がると思います。

　子どもの体調不良は気持ちが焦

りますし、大切なこと故に１人で

の判断は負担が大きい事も多いで

す。少子化の中で子どもを産み育

てやすくなる社会作りのためにも

このような取り組みが進んで行っ

て欲しいです。

＝看護師＝＝看護師＝＝アプリ利用者＝

ポータブルエコーを在宅の現場で

活用し、 療養者に応じた適切なケ

アの提供を行う事で療養者の

ＱＯＬ向上を目指す事業

●ポータブルエコー

（R４ ・R5先端的サービスの開発・

構築や先端的サービス実装のため

のデータ連携等に関する調査事業）

デジタルを用いて療養者に関わる

病院 ・訪問看護ステーション ・介

護施設などの医療関係者間でその

人の情報共有を行う事で業務の効

率化と医療の質向上を目指す事業

R４デジタル田園都市国家構想推

進交付金を活用

病院の診療時間外にお子さまの体調

が悪くなった際、 地域外の医師がオ

ンライン相談を行う事で地域の医師

不足の課題解決や適正受診の促進、

保護者の不安軽減を目的とする事業

（R5先端的サービスの開発・構

築や先端的サービス実装のための

データ連携等に関する調査事業）

ビーナネットCｈiｎo
茅野市公式インターネット動画番組サイト 「ビーナネット

Chino」 では、 茅野市のデジタル田園健康特区として

の取り組みを動画で公開しています。

QRコードからご覧ください。 動画はこちらから！
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